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『
太
平
寶
卷
』
と
紹
興
の
宣
卷
―
書
承
の
こ
と
ば
・
口
承
の
こ
と
ば
―

松
家
裕
子

　

現
在
、
文
字
の
か
た
ち
で
傳
え
ら
れ
て
い
る
文
學
に
、
口
頭
の
こ
と
ば
を
記
錄

し
た
と
さ
れ
る
作
品
や
、
口
承
の
世
界
か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
が
あ

る
。
そ
れ
ら
は
♫
聲
で
あ
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
な
あ
り
か
た
を
し
て
い
た
の
か
。

そ
れ
を
知
る
こ
と
は
、
作
品
の
解
釋
や
ジ
ャ
ン
ル
の
理
解
を
助
け
る
に
違
い
な
い
。

何
よ
り
、
そ
の
あ
り
さ
ま
は
、
き
っ
と
生
き
生
き
と
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
。
し
か
し
、
♫
聲
は
生
ま
れ
て
は
消
え
る
。
♫
聲
を
保
存
す
る
方
法
は
長
い
間

な
く
、
歷
代
の
文
字
の
使
い
手
た
ち
は
口
承
の
世
界
を
文
字
で
記
錄
す
る
こ
と
に

ほ
と
ん
ど
關
心
を
も
た
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
過
去
の
そ
う
し
た
文
學
に
つ
い
て

何
か
言
お
う
と
す
る
と
、
た
い
て
い
實
證
主
義
の
壁
の
前
で
、
立
ち
止
ま
る
か
、

引
き
﨤
す
か
、
ま
た
は
危
險
を
冒
し
て
壁
に
體
當
り
す
る
か
、
い
ず
れ
か
の
選
擇

を
廹
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

寶
卷
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
宗
敎
的
な
場
か
ら
生
ま
れ
、
散
文
と
韻
文
が

交
互
に
現
れ
て
、
多
く
は
物
語
り
を
も
つ
。
明
代
以
降
多
く
の
テ
キ
ス
ト
が
創
ら

れ
、
抄
本
（
寫
本
）、
刊
本
（
木
版
本
）
と
民
國
期
の
石
印
本
が
現
存
す
る
。
同
時

に
、
寶
卷
を
歌
い
語
る
「
宣
卷
」
が
、
現
在
も
中
國
の
い
く
つ
か
の
地
域
に
お
い

て
、
人
々
の
生
活
の
中
、
生
き
て
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
書
承
さ
れ
る
テ

キ
ス
ト
の
口
承
の
世
界
に
お
け
る
あ
り
か
た
が
、
觀
察
可
能
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

　

本
稿
が
と
り
あ
げ
る
の
は
、
そ
の
寶
卷
の
う
ち
『
太
平
寶
卷
』
で
あ
る
。
淸
の

光
緖
年
間
の
抄
本
が
殘
り
、
ま
た
民
國
初
期
に
石
印
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
刊

本
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。『
太
平
寶
卷
』
は
㊒
名
な
寶
卷
で
は
な
い
。

そ
の
內
容
も
、
一
見
、
よ
く
あ
る
女
人
受
苦
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
寶
卷

は
、
浙
江
省
紹
興
郊
外
の
農
村
地
區
で
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
宣
卷
の
、
重
要
な

演
目
で
あ
る
。
紹
興
の
宣
卷
の
老
藝
能
者
Ｓ
さ
ん（

（
（

は
、『
太
平
寶
卷
』
を
「
寶
卷

の
王
」
だ
と
言
う
。
別
の
老
藝
能
者
Ａ
さ
ん
は
、
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
寶
卷
が

燒
か
れ
た
時
、
師
で
あ
る
名
人
の
口
傳
を
ひ
そ
か
に
文
字
に
記
錄
し
た
。
そ
の
八

種
の
演
目
の
一
つ
が
『
太
平
寶
卷
』
だ
っ
た
。
Ａ
さ
ん
の
口
か
ら
は
、
こ
の
寶
卷

が
演
者
を
選
ば
な
い
名
作
だ
と
も
聞
い
た
。
こ
れ
ら
は
、『
太
平
寶
卷
』
に
、
口

承
の
世
界
に
あ
っ
て
書
承
で
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
意
味
や
價
値
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
意
味
や
價
値
を
、
文
獻
調
査
と
紹
興
に
お
け
る
實

地
調
査
を
踏
ま
え
て
說
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る（

（
（

。
書
承
の
テ
キ
ス
ト
を
口
承

の
世
界
に
戾
し
た
時
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
。
そ
の
一
例
を
示

し
た
い
と
思
う
。

一
　『
太
平
寶
卷
』
の
槪
要



『
太
平
寶
卷
』
と
紹
興
の
宣
卷

一
〇
五

　

ま
ず
、『
太
平
寶
卷
』
の
內
容
を
、
民
國
二
年
（
一
九
一
三
）
上
海
文
益
書
局
刊

行
の
石
印
本
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ま
し
紹
介
す
る
。

　

明
の
正
德
年
間
、
湖
廣
湘
陽
府
襄
陽
縣
北
門
外
杏
花
村
に
聞
蓮
と
い
う
富
豪
が

い
た
。
聞
蓮
は
五
十
餘
歲
、
同
い
年
の
妻
王
氏
と
の
間
に
、
十
三
歲
の
一
人
息
子
、

官
寶
が
い
る
。
聞
蓮
は
官
寶
の
た
め
、
趙
春
豹
と
い
う
淸
貧
の
鰥
夫
を
家
庭
敎
師

に
招
く
こ
と
に
し
、
ま
た
春
豹
を
訪
ね
て
見
か
け
た
そ
の
一
人
娘
、
素
貞
を
息
子

と
結
婚
さ
せ
た
い
と
考
え
る
。
王
氏
は
、
素
貞
が
貧
し
く
母
の
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
こ
れ
に
反
對
す
る
。
官
寶
は
童
試
を
受
け
て
合
格
し
、
正
式
に
素
貞
と
婚
約
、

怒
る
王
氏
を
下
女
の
冬
梅
が
な
だ
め
る
。
ま
も
な
く
聞
蓮
が
病
み
、
急
ぎ
官
寶
と

素
貞
の
婚
禮
が
行
わ
れ
、
數
日
後
、
聞
蓮
は
坐
化
昇
天
、
趙
春
豹
も
世
の
は
か
な

さ
を
思
い
、
出
家
し
た
。

　

王
氏
が
受
驗
を
促
し
た
の
で
、
官
寶
は
懷
妊
し
た
素
貞
と
淚
で
別
れ
て
上
京
、

狀
元
及
第
し
て
東
宮
侍
讀
に
任
ぜ
ら
れ
、
不
本
意
な
が
ら
都
に
留
ま
っ
た
。
留
守

宅
で
は
、
王
氏
が
冬
梅
と
と
も
に
素
貞
を
虐
待
。
素
貞
が
孝
養
を
盡
く
し
、
王
氏

が
病
め
ば
醫
者
を
呼
び
、
藥
を
煎
じ
、
天
醫
廟
に
祈
り
、
自
ら
の
腿
の
肉
を
割
い

て
ス
ー
プ
を
作
る
ま
で
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
素
貞
を
家
か
ら
追
い
だ
し
た
。

　

素
貞
は
母
の
墓
前
で
縊
死
し
よ
う
す
る
が
、
二
人
の
女
性
の
幽
靈
に
助
け
ら
れ
、

夢
に
現
れ
た
母
の
敎
え
に
よ
り
都
に
夫
を
訪
ね
る
。
途
上
、
素
貞
は
山
東
で
口
入

れ
屋
の
朱
六
娘
に
騙
さ
れ
、
富
豪
、
莫
廣
才
に
妾
と
し
て
賣
ら
れ
た
が
、
莫
家
の

好
意
で
養
女
と
な
り
、
令
孃
の
莫
文
琴
と
姉
妹
の
契
を
結
び
、
や
が
て
男
兒
を
出

產
し
た
。

　

聞
官
寶
は
三
年
の
任
が
滿
ち
、
願
い
か
な
っ
て
湖
廣
巡
按
と
な
っ
て
歸
鄕
、
官

寶
の
歸
宅
を
知
っ
た
冬
梅
は
書
童
と
と
も
に
家
財
を
奪
っ
て
逃
亡
し
、
强
盜
に
殺

さ
れ
た
。
王
氏
は
官
寶
に
素
貞
は
死
ん
だ
と
噓
を
つ
き
、
官
寶
は
悲
し
ん
で
妻
を

弔
っ
た
。
ま
も
な
く
王
氏
は
急
死
、
地
獄
で
冬
梅
の
受
苦
の
さ
ま
を
見
る
な
ど
し

て
非
を
悔
い
て
蘇
生
し
、
地
獄
で
知
っ
た
素
貞
の
居
場
所
を
、
眞
實
と
と
も
に
官

寶
に
吿
げ
た
。

　

官
寶
が
山
東
の
莫
家
を
訪
ね
、
夫
婦
は
團
圓
。
素
貞
の
促
し
に
よ
っ
て
莫
文
琴

も
官
寶
の
妻
と
な
り
、
三
人
は
湖
北
に
赴
き
王
氏
に
ま
み
え
た
。
王
氏
は
念
佛
と

精
進
の
生
活
を
始
め
る
。
皇
帝
は
聞
官
寶
か
ら
一
部
始
終
を
聞
き
、
官
寶
と
素
貞

を
褒
賞
し
、
ま
た
素
貞
を
助
け
た
二
人
の
幽
靈
を
吉
祥
如
意
永
保
太
平
の
神
に
封

じ
て
、
百
官
に
神
殿
の
造
營
を
命
じ
た
。

　

官
寶
と
素
貞
の
息
子
、
聞
忠
孝
は
余
東
林
先
生
の
敎
え
を
受
け
、
莫
廣
才
が
善

行
に
よ
り
授
か
っ
た
息
子
、
莫
文
龍
と
と
も
に
上
京
し
て
受
驗
、
忠
孝
は
狀
元
、

文
龍
は
探
花
で
及
第
し
、
皇
帝
の
肝
煎
り
で
そ
ろ
っ
て
名
家
の
令
孃
と
婚
約
し
た
。

王
氏
は
修
行
の
功
滿
ち
て
昇
天
、
夫
妻
三
人
も
信
仰
の
生
活
に
入
り
、
敎
化
に
盡

く
し
た
。
玉
皇
大
帝
は
仙
童
玉
女
を
遣
わ
し
て
、
聞
家
と
莫
家
の
一
同
を
仙
界
に

迎
え
、
兩
家
の
子
孫
は
富
貴
と
な
っ
て
繁
榮
し
た
。

　
『
太
平
寶
卷
』
全
卷
の
あ
ら
す
じ
は
以
上
で
あ
る
。
母
の
な
い
貧
家
の
善
良
な

娘
が
身
分
違
い
の
結
婚
を
す
る
。
夫
は
都
へ
受
驗
に
行
き
狀
元
及
第
し
て
高
官
と

な
る
が
、
留
守
宅
に
そ
れ
は
知
ら
さ
れ
な
い
。
妻
は
姑
か
ら
い
び
ら
れ
た
末
に
流

離
す
る
。
そ
の
後
、
姑
は
地
獄
に
落
ち
て
囘
心
す
る
。
紆
餘
曲
折
を
經
て
夫
婦
は

團
圓
、
信
仰
の
實
踐
に
よ
っ
て
昇
天
し
、
子
孫
は
榮
え
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

寶
卷
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
內
容
で
あ
る
。
儒
佛
衟
が
混
淆
し
た
三
敎
合
一
の
思

想
を
背
景
に
日
常
衟
德
が
稱
揚
さ
れ
る
の
も
、
淸
後
期
の
多
く
の
寶
卷
と
特
に
か

わ
り
は
な
い
。

二
　
紹
興
の
宣
卷
に
つ
い
て

　

現
代
中
國
で
行
わ
れ
て
い
る
宣
卷
の
う
ち
よ
く
知
ら
れ
る
の
は
、
甘
肅
と
江
蘇

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
紹
興
の
宣
卷
は
知
名
度
、
硏
究
の
進
展
い
ず
れ
に
お
い
て
も



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
〇
六

二
者
に
及
ば
な
い
。
目
下
、
參
照
し
う
る
專
著
は
、『
紹
興
宣
卷
』（
浙
江
攝
影
出

版
社
、
二
〇
一
二
）
の
み
だ
ろ
う
。
日
本
で
は
、
磯
部
祐
子
、
上
田
望
、
小
南
一

郞
、
松
家
に
硏
究
が
あ
る（

（
（

。
民
間
藝
能
の
常
と
し
て
、
紹
興
の
宣
卷
に
つ
い
て
も
、

起
源
・
沿
革
を
は
じ
め
、
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
先
行
の
硏
究
と
實
地

に
得
た
知
見
に
基
づ
き
、
本
稿
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
必
要
な
こ
と
が
ら
を
紹
介
し

た
い
。

　

過
去
の
紹
興
の
宣
卷
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
す
る
資
料
は
、
見
つ
か
っ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
淸
以
前
の
地
方
志
や
、
民
國
期
の
文
章
に
も
ま
と
ま
っ
た
記
錄

の
あ
る
こ
と
を
聞
か
な
い
。
た
だ
、
紹
興
の
人
、
周
作
人
が
幼
時
、
隣
家
の
宣
卷

を
聽
い
た
と
書
い
て
い
る（

（
（

。
紹
興
の
宣
卷
が
社
會
の
表
舞
臺
に
現
れ
、
そ
の
存
在

が
廣
く
知
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
こ
と
だ
ろ
う
。

磯
部
祐
子
に
よ
る
調
査
報
吿
は
、
そ
の
最
早
期
の
も
の
と
思
う（

（
（

。
改
革
開
放
の
進

展
に
つ
れ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宣
卷
を
主
た
る
收
入
源
と
す
る
人

も
增
え
た
。
た
だ
、
宣
卷
が
職
業
だ
と
自
稱
す
る
人
は
い
な
い
。
宣
卷
は
家
傳
の

藝
で
は
な
い
。
子
弟
關
係
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
緩
や
か
な
も
の
の
よ
う
だ
。
高

度
な
專
門
性
は
必
ず
し
も
求
め
ら
れ
ず
、
熟
達
し
た
藝
能
者
に
も
、
さ
ほ
ど
で
は

な
い
人
に
も
出
會
う
。

　

宣
卷
は
ふ
つ
う
四
人
で
行
う（

（
（

。
三
人
や
五
人
の
報
吿
も
あ
る
が
、
實
見
し
て
い

な
い
。
性
別
は
問
わ
な
い
。
男
女
混
合
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
不
淨
と

す
る
意
見
も
聞
い
た
。
グ
ル
ー
プ
の
結
び
つ
き
は
あ
ま
り
强
く
な
い
。
依
賴
を
受

け
た
藝
能
者
が
、
そ
の
日
參
加
で
き
る
人
を
集
め
て
行
う
方
式
で
あ
る
。

　

上
演
の
場
所
は
、
寺
廟
と
個
人
の
居
宅
を
主
と
す
る
。
開
店
・
開
業
の
際
に
も

行
う
と
い
う
。
宣
卷
で
は
、
四
人
が
正
方
形
の
八
仙
卓
の
三
邊
に
着
席
す
る
。
四

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
る
。「
魚
位
」
は
木
魚
を
叩
く
指
揮
者
で
、
リ
ー
ダ

ー
役
で
あ
る
。「
醒
位
」
は
、
木
魚
を
助
け
て
「
醒
木
（
拍
子
木
）」
を
ば
ち
で
叩

く
。
た
だ
し
醒
木
を
使
わ
な
い
こ
と
も
多
い
。「
書
位
」
は
「
唱
本
（
臺
本
）」
で

あ
る
寶
卷
を
繰
る
。
宣
卷
で
は
卓
上
に
寶
卷
一
册
を
置
き
、
現
在
進
行
中
の
頁
が

常
に
開
か
れ
る
。
素
人
が
宣
卷
を
始
め
や
す
い
理
由
の
一
つ
も
こ
こ
に
あ
る
。

「
茶
位
」
は
自
身
を
含
む
藝
能
者
に
㊜
宜
、
茶
を
供
す
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
登

場
人
物
ご
と
の
役
の
分
擔
も
あ
る
。
一
人
稱
の
科
白
と
三
人
稱
の
描
寫
、
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
、
當
該
の
人
物
の
擔
當
者
が
歌
い
語
る
。

　

八
仙
卓
の
殘
り
一
邊
は
、
神
佛
の
た
め
に
空
け
る
。
宣
卷
は
必
ず
願
文
を
起
草

し
、
神
佛
を
招
い
て
行
わ
れ
る
。
魚
位
が
願
文
を
書
き
、
あ
わ
せ
て
依
代
で
あ
る

「
神
位
」
を
作
成
す
る
。
寺
廟
で
は
神
佛
の
前
に
八
仙
卓
を
置
い
て
北
側
を
空
け
、

そ
こ
に
神
位
を
南
向
き
に
置
く
。
個
人
宅
で
は
逆
に
八
仙
卓
の
南
側
を
空
け
、
そ

こ
に
神
位
を
北
向
き
に
置
く
。
い
ず
れ
も
、
神
位
の
前
に
は
蠟
燭
と
線
香
が
上
が

り
、
供
物
が
供
え
ら
れ
、
多
く
の
紙
錢
（「
紙
錠
」）
が
準
備
さ
れ
る
。

　

寶
卷
の
內
容
に
入
る
前
に
、
文
字
化
さ
れ
な
い
寶
卷
外
の
歌
に
よ
っ
て
神
佛
が

招
來
さ
れ
る
。
宣
卷
の
♫
樂
は
、「
宣
卷
調
」
と
呼
ば
れ
る
ひ
と
つ
の
短
い
旋
律

を
、
木
魚
の
伴
奏
で
繰
り
﨤
す
。
時
に
弦
樂
器
が
加
わ
る
が
、
こ
れ
は
「
色
を
つ

け
た
」
後
發
の
も
の
で
あ
る
。
宣
卷
調
で
は
、
押
韻
箇
所
お
よ
び
散
文
と
韻
文
が

交
代
す
る
箇
所
す
べ
て
に
、「
南
無
佛
、
南
無
阿
彌
陀
佛
」
の
四
人
に
よ
る
唱
和

が
插
入
さ
れ
る
。
宣
卷
調
の
ほ
か
、
幽
靈
が
登
場
す
る
時
に
「
鬼
調
」、
女
主
人

公
の
悲
し
い
述
懷
に
「
越
劇
調
」
が
入
る
こ
と
も
あ
る
。
發
♫
は
す
べ
て
紹
興
の

方
言
で
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
唱
本
は
基
本
的
に
官
話
で
記
さ
れ
、
散
文
つ
ま
り

科
白
に
紹
興
の
方
言
の
語
彙
が
混
じ
る
。

　

物
語
り
が
完
結
す
る
と
、
神
佛
へ
の
歸
依
と
祈
願
が
歌
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
魚

位
が
願
文
を
讀
み
上
げ
る
。
そ
し
て
神
位
、
願
文
と
紙
錢
が
燒
か
れ
神
佛
の
元
へ

屆
け
ら
れ
る
。『
太
平
寶
卷
』
全
卷
の
宣
卷
の
調
査
は
、
二
〇
一
三
年
十
一
⺼
三

日
に
行
っ
た
。
朝
八
時
に
始
ま
り
、
途
中
、
中
國
式
の
長
め
の
晝
休
憩
を
は
さ
ん



『
太
平
寶
卷
』
と
紹
興
の
宣
卷

一
〇
七

で
、
十
六
時
に
終
了
し
た
。
調
査
し
た
他
の
宣
卷
も
、
時
間
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ

た
。

　
「
宣
卷
は
神
と
人
と
を
樂
し
ま
せ
る
（
娛
神
娛
人
）」
と
い
う
こ
と
ば
を
よ
く
聞

く
。
し
か
し
、
紹
興
で
聽
衆
の
い
る
宣
卷
に
出
會
っ
た
こ
と
が
な
い
。
過
去
、
宣

卷
に
娛
樂
の
性
格
が
あ
っ
た
こ
と
は
後
述
す
る
。
し
か
し
、
今
日
そ
れ
は
後
退
し
、

宗
敎
儀
禮
と
し
て
の
性
格
だ
け
が
殘
っ
て
い
る
。
た
だ
、
宗
敎
儀
禮
と
い
っ
て
も
、

特
定
の
宗
敎
・
敎
派
や
特
定
の
神
佛
へ
の
歸
依
を
促
し
た
り
、
表
し
た
り
す
る
も

の
で
は
な
い
。
宣
卷
は
、
人
々
が
生
活
の
中
で
必
要
だ
と
感
じ
た
時
、
家
族
で
、

數
人
で
、
ま
た
多
數
で
お
金
を
出
し
あ
い
、
藝
能
者
に
携
帶
電
話
で
連
絡
を
と
っ

て
行
う
、
ご
く
近
し
い
營
な
み
で
あ
る
。

三
　『
太
平
寶
卷
』
の
テ
キ
ス
ト

　

次
に
、『
太
平
寶
卷
』
の
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
圖
書
館
に
殘
る
本
、

紹
興
の
藝
能
者
所
㊒
の
本
の
順
に
紹
介
し
た
い
。

　

圖
書
館
の
藏
本
は
、
車
錫
倫
『
中
國
寶
卷
總
目
』（
以
下
『
車
目
錄
』）
に
よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。
以
下
、
年
代
順
に
示
す
。

　

1　

光
緖
十
二
年
（
一
八
八
六
）、
王
培
抄
本
、
二
册
。
南
京
師
範
大
學
圖
書
館

藏
。
全
卷
閱
覽
、
一
部
撮
影
（
全
卷
不
許
可
の
た
め
、
八
葉
分
を
除
い
て
撮
影
）。
以

下
「
光
緖
本
」
と
呼
ぶ
。

　

2　

宣
統
元
年
（
一
九
〇
九
）
抄
本
、
二
册
。
東
北
師
範
大
學
圖
書
館
藏
。
全

卷
閱
覽
、
撮
影
。
以
下
「
宣
統
本
」。

　

3　

民
國
二
年
（
一
九
一
三
）
抄
本
、
二
册
。
山
東
大
學
圖
書
館
藏
。
館
員
の

方
に
直
接
會
っ
て
依
賴
し
た
が
、
後
日
、
所
在
不
明
と
囘
答
が
あ
っ
た
。

　

4　

民
國
二
年
（
一
九
一
三
）、
上
海
文
益
書
局
石
印
本
、
二
册
。
上
元
李
節
齋

校
正
。『
車
目
錄
』
は
「
文
元
」
と
す
る
が
「
文
益
」
が
正
し
い
。
上
海
圖
書
館

藏
本
を
全
卷
閱
覽
、
撮
影
。
以
下
「
文
益
石
印
本
」
ま
た
は
「
石
印
本
」。

　

5　

民
國
二
十
年
（
一
九
三
一
）、
蔣
萬
榮
抄
本
、
二
册
。
上
海
圖
書
館
藏
。
全

卷
閱
覽
、
撮
影
。
以
下
「
民
國
抄
本
」。

　

6　

民
國
二
十
四
年
（
一
九
三
五
）、
上
海
惜
陰
書
局
石
印
本
、
二
册
。W

eb

上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
、
澤
田
瑞
穗
舊
藏
早
稻
田
大
學
本
を
全
卷
閱
覽
。

　

7　

舊
抄
本
、
二
册
。
上
海
市
評
彈
團
資
料
室
藏
。
未
調
査
。

　

1
の
光
緖
本
は
乾
集
・
坤
集
の
各
封
面
右
上
に
「
光
緖
拾
二
年
」、
左
上
に
太

字
で
「
太
平
」、
そ
の
下
に
乾
集
、
坤
集
と
墨
書
す
る
。
圖
書
館
の
整
理
票
に

「
王
培
抄
本
」
と
記
す
が
根
據
は
不
明
。
ま
た
、
年
の
後
、
寶
卷
の
通
例
で
は

「
⺼
日
」
の
字
を
空
白
を
伴
っ
て
記
す
が
、
こ
の
書
に
は
な
い
。
年
代
を
騙
る
後

代
の
本
か
と
も
疑
っ
た
が
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
。
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
、
封

面
の
「
光
緖
拾
二
年
」
を
本
文
中
の
同
じ
字
と
對
照
し
た
時
、
筆
跡
が
同
じ
と
認

め
ら
れ
る
。
二
、
圖
書
館
の
整
理
票
に
一
九
五
八
年
十
⺼
一
日
付
「
紹
興
市
統
一

商
事
憑
證
」
が
付
さ
れ
、
こ
こ
に
「
十
本
」、「
貳
元
」
と
記
さ
れ
る
。
十
册
二
元

の
書
に
年
代
を
騙
る
細
工
を
施
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

2
の
宣
統
本
は
元
集
・
亨
集
、
利
集
・
貞
集
、
計
二
册
。
各
封
面
裏
の
扉
に
、

右
「
宣
統
元
年
仲
春
⺼
（
空
白
）
日
抄
錄
」、
中
央
太
字
「
太
平
寶
卷
」、
左
下

「
山
陰
章
平
鑑
書
」
と
記
す
。
山
陰
は
紹
興
を
指
す
。

　

5
の
民
國
抄
本
は
、
乾
集
・
坤
集
、
各
封
面
に
、
右
「
民
國
弍
（
字
體
マ
マ
）

拾
年
杏
⺼
（
空
白
）
日
吉
立
」（
坤
集
は
「
榴
⺼
」）、
中
央
「
蔣
萬
荣
」、
左
「
太
平

寶
巻
」
乾
集
、
坤
集
と
記
す
。

　

次
に
紹
興
で
閱
覽
し
た
、
宣
卷
藝
能
者
所
㊒
の
『
太
平
寶
卷
』
三
種
を
紹
介
す

る
。
い
ず
れ
も
手
書
き
で
あ
る
。
紹
興
に
は
、
一
つ
の
寶
卷
に
相
當
數
の
異
な
る

テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
。
藝
能
者
の
數
だ
け
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

も
思
わ
せ
る
。
た
と
え
ば
、
紹
興
で
頻
繁
に
宣
卷
が
行
な
わ
れ
る
演
目
に
、「
三



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
〇
八

包
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
割
麥
寶
卷
』、『
賣
花
寶
卷
』、『
賣
水
寶
卷
』、
三
つ
の

包
拯
も
の
の
總
稱
で
あ
る
。
調
査
の
さ
い
演
目
を
指
定
し
な
い
と
、
こ
の
三
包
が

選
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
閱
覽
し
た
三
人
の
藝
能
者
が
所
㊒
す
る

四
種
の
三
包
の
テ
キ
ス
ト
は
、
み
な
異
な
っ
て
い
た
。
圖
書
館
の
藏
本
を
あ
わ
せ

見
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
相
違
が
あ
る（

（
（

。

　

寶
卷
は
、
一
方
で
は
お
經
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
、
藝
能
者
は
繼
承
し
た
こ
と

ば
を
尊
重
す
る
。
こ
れ
は
韻
文
に
顯
著
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
藝
能
者
は
獨

創
す
る
。
そ
れ
に
は
藝
術
上
の
目
的
と
と
も
に
、
經
濟
的
な
理
由
も
あ
る
。
宣
卷

に
よ
る
收
入
は
、
高
い
評
價
を
得
れ
ば
增
え
る
。
唱
本
の
出
來
不
出
來
は
、
當
然
、

評
價
に
大
き
く
影
响
す
る
。
そ
こ
で
藝
能
者
ご
と
に
工
夫
を
し
、
テ
キ
ス
ト
は
一

種
の
企
業
祕
密
に
な
る
。
貸
借
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
氣
輕
に
は
行
わ
れ
な
い
。

寶
卷
の
テ
キ
ス
ト
が
固
定
性
と
流
動
性
の
兩
方
を
指
向
す
る
の
は
、
こ
の
た
め
で

あ
る
。

　
『
太
平
寶
卷
』
は
紹
興
の
宣
卷
の
重
要
な
演
目
で
、
流
通
し
て
い
る
抄
本
も
相

當
數
に
の
ぼ
る
だ
ろ
う
。
三
種
は
そ
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
わ

か
る
こ
と
を
考
え
た
い
。
テ
キ
ス
ト
の
名
稱
は
、
各
藝
能
者
の
名
な
ど
に
由
來
す

る
。
Ａ
を
缺
く
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る

　

1　

紹
興
Ｂ
抄
本
（
略
稱
「
Ｂ
本
」）　

安
昌
鎭
の
宣
卷
藝
能
者
Ｂ
さ
ん
所
㊒
の

テ
キ
ス
ト
。
上
一
册
の
み
で
下
を
缺
く
。
Ｂ
さ
ん
本
人
に
よ
る
ペ
ン
書
き
。
カ
レ

ン
ダ
ー
（
年
代
不
明
）
の
裏
紙
を
封
面
に
し
、
そ
こ
に
「
Ｂ
置
用
」「
太
平
宝
卷　

上
」
と
記
す
。

　

2　

紹
興
Ｃ
抄
本
（「
Ｃ
本
」）　

Ｂ
さ
ん
が
全
卷
の
宣
卷
の
際
に
用
い
た
テ
キ
ス

ト
。
上
下
二
册
。
原
本
で
は
な
く
コ
ピ
ー
。
未
知
の
人
Ｃ
さ
ん
の
落
款
が
あ
っ
た
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
を
撮
影
中
、
Ｂ
さ
ん
の
家
族
が
別
人
の
落
款
に
氣
づ
き
、
こ
れ
を

墨
で
抹
消
し
た
。
他
人
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
の
は
名
譽
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

各
封
面
に
「
太
平
寶
巻
」
上
集
、「
太
平
寶
巻
」
下
集
と
記
す
。

　

3　

紹
興
Ｄ
抄
本
（「
Ｄ
本
」）　

本
稿
の
初
め
に
紹
介
し
た
Ａ
さ
ん
が
參
加
す
る
、

安
昌
鎭
の
宣
卷
グ
ル
ー
プ
Ｄ
班
の
藝
能
者
で
、
Ａ
さ
ん
の
兄
が
所
㊒
す
る
テ
キ
ス

ト
。
上
下
二
册
。
墨
書
に
よ
る
原
本
。
各
封
面
に
「
太
平
卷　

上
本
」、「
太
平
卷　

下
本
」。
こ
の
書
の
み
、
末
尾
に
「
公
元
一
九
八
〇
年
农
历
农
历
九
⺼　

Ｇ
敬
録
」
と

年
⺼
と
書
寫
者
の
名
（
所
㊒
者
と
は
別
人
）
を
記
す
。

　
『
太
平
寶
卷
』
に
つ
い
て
、
以
上
八
種
の
テ
キ
ス
ト
を
閱
覽
、
對
照
し
、
ま
た

Ｃ
本
に
よ
る
全
卷
の
宣
卷
の
觀
察
、
錄
畫
、
お
よ
び
藝
能
者
へ
の
聞
き
と
り
を
行

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
、
先
に
こ
こ
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

對
應
す
る
後
續
の
節
と
そ
の
小
題
を
あ
わ
せ
て
記
す
。

1　

閱
覽
し
た
『
太
平
寶
卷
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
圖
書
館
藏
本
含
め
、
す
べ
て
紹

興
で
行
わ
れ
て
い
た
宣
卷
の
唱
本
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。「
四
『
太
平
寶
卷
』
と
紹
興
の
宣
卷
」。

2　

閱
覽
し
た
『
太
平
寶
卷
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
石
印
本
系
」
と
「
非
石
印
本

系
」（
ま
た
は
「
光
緖
本
系
」）、
大
き
く
二
つ
の
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
五
『
太
平
寶
卷
』
テ
キ
ス
ト
の
二
つ
の
系
統
」。

3　

過
去
、『
太
平
寶
卷
』
の
宣
卷
に
お
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
外
の
こ
と
ば
が
大

量
に
生
み
だ
さ
れ
て
い
た
。「
六　

書
承
の
こ
と
ば
・
口
承
の
こ
と
ば
」。

4　

紹
興
の
宣
卷
の
重
要
な
機
能
に
、
孤
魂
の
慰
撫
・
救
濟
と
そ
れ
に
よ
る
禳
災

が
あ
る
。『
太
平
寶
卷
』
は
こ
の
機
能
を
特
に
顯
著
に
㊒
す
る
寶
卷
で
あ
る
。「
七　

『
太
平
寶
卷
』
宣
卷
の
機
能
」。

　

な
お
、
テ
キ
ス
ト
の
對
照
は
、
Ｂ
本
が
「
下
」
を
缺
く
た
め
、
前
半
を
中
心
と

す
る
。
ま
た
、
石
印
本
二
種
の
間
に
も
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
そ
の
對
照
は
本

稿
の
趣
旨
で
は
な
い
の
で
、
初
發
の
文
益
書
局
本
に
よ
っ
て
石
印
本
を
代
表
さ
せ

る（
（
（

。



『
太
平
寶
卷
』
と
紹
興
の
宣
卷

一
〇
九

四
　『
太
平
寶
卷
』
と
紹
興
の
宣
卷

　
『
太
平
寶
卷
』
が
紹
興
で
生
ま
れ
た
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
が
紹
興
で
育
っ
た
寶
卷
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
宣
卷
の
藝
能
者
が
も

つ
三
種
の
抄
本
は
む
ろ
ん
、
圖
書
館
藏
の
五
種
の
テ
キ
ス
ト
も
、
紹
興
の
宣
卷
の

唱
本
そ
の
も
の
、
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
光
緖
本
が

紹
興
で
購
入
さ
れ
、
宣
統
本
に
「
山
陰
」
と
記
す
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
、

す
べ
て
が
紹
興
の
宣
卷
に
出
る
と
考
え
る
の
に
は
、
よ
り
確
か
な
根
據
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
各
本
に
紹
興
方
言
の
語
彙
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。

　
『
太
平
寶
卷
』
中
、
こ
れ
を
よ
く
示
す
部
分
を
紹
介
し
た
い
。
聞
連
（
聞
蓮
）

が
自
ら
の
死
が
近
い
こ
と
を
悟
り
、
婚
禮
の
擧
行
を
趙
春
豹
に
吿
げ
よ
う
と
す
る

場
面
で
、
聞
連
、
王
氏
、
冬
梅
、
趙
春
豹
の
科
白
が
あ
る
。
以
下
引
用
に
つ
い
て

は
、
光
緖
本
を
〔　

〕、
宣
統
本
を
｛　

｝、
文
益
石
印
本
を
〈　

〉、
民
國
抄
本

を
［　

］、
Ｃ
本
を
〖　

〗、
Ｂ
本
を
【　

】、
Ｄ
本
を
｟　

｠
で
そ
れ
ぞ
れ
括
り
、

こ
の
順
に
示
す
。
句
讀
は
あ
る
本
と
な
い
本
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
引
用
者
が
斟

酌
し
て
付
し
た
。
誤
記
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
め
、
字
體
は
で
き
る
限
り
原
本
に

合
わ
せ
た
。
光
緖
本
に
よ
る
譯
を
は
じ
め
に
示
す
。

聞
連
「
お
い
女
房
や
、
趙
先
生
を
呼
ん
で
き
て
お
く
れ
。
話
し
た
い
こ
と
が

あ
る
と
言
っ
て
な
。」
王
氏
「
わ
か
り
ま
し
た
。
冬
梅
は
ど
こ
だ
い
。」
冬
梅

「
た
だ
い
ま
。」
王
氏
「
書
齋
へ
行
っ
て
、
先
生
に
來
て
い
た
だ
き
な
さ
い
。」

冬
梅
「
わ
か
り
ま
し
た
。
お
呼
び
し
て
參
り
ま
す
。
書
齋
に
着
い
た
わ
。
も

し
先
生
、
旦
那
さ
ま
が
お
話
が
あ
る
と
お
呼
び
で
す
。」
趙
春
豹
「
參
り
ま

す
。」

〔
闻

◯

　

吓
、
安
人
、
你
與
我
去
親
家
到
耒
、
說
我
㊒
話
。
王
氏　

老
身
曉
得
。
冬
梅

那
里
。
冬◯　
耒
哉
。
王
氏　

到
書
房
、
請
得
親
家
耒
。
冬◯　
嘔
。
仰
我
去
請
得
耒
。

已
到
書
房
。
哙哙
、
先
生
、
員
外
㊒
話
相
請
。
春◯　
我
耒
了
。〕

｛
连　

吓
、
安
人
、
你
與
我
請
亲亲
家
進
來
、
說
我
㊒
話
。
王
氏　

老
身
晓晓
淂
。
冬

梅
罗罗
里
。
冬　

來
哉
ヒ
ヒ
。
王
氏　

俉
到
書
房
里
、
不
侇侇
請
淂
亲亲
家
來
。
冬　

嘔
。

介
末
仰
我
去
。
行
來
已
到
書
房
。
哙哙
、
先
生
、
員
外
㊒
叓叓
相
請
。
豹　

我
來

了
。｝

〈
外　

安
人
吓
、
你
與
我
請
親
家
到
来
、
我
㊒
話
講
。
旦　

曉
得
。
冬
梅
、
你
快

到
書
房
、
請
先
生
到
来
。
付　

曉
得
。
冬
梅
来
到
書
房
說
衟
。
先
生
、
員
外

㊒
事
相
請
。
老
生　

我
来
了
。〉

［
外◯　
安
人
吓
、
你
與
我
請
親
家
到
耒
、
我
㊒
事
商
議
。
老
旦　
曉
得
。
冬
梅
、
你

快
到
書
房
、
請
先
生
到
耒
。付◯　
曉
得
。
先
生
、
員
外
相
請
、
㊒
事
商
議
。老
生　
我

耒
了
。］

〖
外　

安
人
、
你
與
我
请请
親
家
到
來
、
我
㊒
话
请
话
请
講
。
旦　

冬
梅
、
你
快
到
书书
房

去
、
请请
先
生
到
來
。
丫　

晓晓
得
。
冬
梅
來
到
书书
房
说说
衟
、
先
生
、
員
处处
㊒
请请
。

老
生　

我
來
了
。〗

【
外　

安
人
、
我
想
医
生
不
必
去
请请
。
还还
是
與
我
书书
房
中
去
、
请
亲
请
亲
家
进进
耒
、

说说
我
㊒
话话
。
安　

老
生
暁
得
。
冬
梅
、
你
到
书书
房
里
去
、
请请
得
𡨚
家
耒
。
冬　

丫
头头
暁
得
哉
。
行
耒
已
到
书书
房
。
喂
、
师师
老
爷爷
、
员员
外
㊒
亊
请请
你
进进
去
。
春　

是
。】

｟
○
安
人
、
你
还还
是
與
我
呌
亲亲
家
进进
耒
、
说说
我
㊒
话话
。
○
呕
。
冬
枚
、
喏
不

我
到
书书
房
去
、
不
伊
叫
淂
亲亲
家
耒
。
○
晓晓
淂
。
行
到
书书
房
。
哙哙
、
先
生
、
员员

外
㊒
亊
相
请请
。
○
我
耒
了
。｠

　

引
用
中
、
方
言
と
考
え
ら
れ
る
語
に
傍
線
を
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
哉

（
了
。
以
下
、
相
當
す
る
官
話
の
語
を
㊟
記
す
る
）、「
仰
（
讓
）」、「
羅
里
（
哪
里
）」、

「
不
（
給
）」、「
侇侇
・
伊
（
他
）」、「
介
末
（
那
么
）」
は
吳
方
言
の
語
彙
だ
が
、
紹

興
に
限
定
さ
れ
な
い
。
一
方
、
Ｄ
本
に
紹
興
方
言
特
㊒
の
「
喏
」（「
你
」）
が
あ
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る
。「
喏
」
は
多
く
「
偌
」
と
記
し
、
宣
統
本
「
俉
」
も
「
偌
」
の
誤
記
と
推
測

さ
れ
る
。
ま
た
、
感
嘆
詞
「
嘔
」（
同
意
を
示
す
）、「
哙哙
（
呼
び
か
け
）」
も
紹
興
の

方
言
で
あ
ろ
う
。
光
緖
本
、
宣
統
本
、
Ｄ
本
が
こ
れ
を
含
む
。

　

寶
卷
の
言
語
は
書
記
言
語
で
あ
り
、
總
體
に
は
官
話
を
指
向
す
る
。
民
間
の
抄

本
で
も
、
科
白
も
含
め
、
官
話
の
知
識
が
あ
れ
ば
槪
ね
理
解
が
で
き
る
。
こ
の
部

分
、
光
緖
本
、
宣
統
本
、
Ｂ
本
、
Ｄ
本
の
、
主
と
し
て
王
氏
と
冬
梅
の
や
り
と
り

に
方
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
石
印
本
は
こ
こ
に
紹
興
方
言
の
語
彙
が
な
い
。
上

海
で
讀
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
書
記
言
語
と
し
て
の
性
格
が
最
も
强
い
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
民
國
抄
本
に
も
方
言

が
な
く
、
Ｃ
本
は
「
哉
」
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
種
に
は
、
感
嘆
詞
を
含
ま
な

い
共
通
點
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
の
議
論
に
か
か
わ
る
。

　

宣
卷
の
唱
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
人
物
名
、
役
柄
や
「
○
」
が
㊟
記
さ
れ
る
こ

と
か
ら
わ
か
る
。
み
な
、
主
體
と
な
る
人
物
の
交
代
箇
所
に
あ
る
。
前
述
の
よ
う

に
、
紹
興
の
宣
卷
で
は
登
場
人
物
ご
と
の
分
擔
が
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
は
上
演
の
便
の
た
め
の
處
置
で
あ
ろ
う
。
光
緖
本
と
民
國
抄
本
は
、
人
物
名
や

役
柄
を
朱
の
○
で
圍
ん
で
目
立
た
せ
る
。
圖
書
館
に
眠
る
こ
れ
ら
の
本
も
、
や
は

り
宣
卷
で
使
う
た
め
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宣
統
本
の
小
字
は
見
え
に
く

そ
う
だ
が
、
宣
卷
に
用
い
ら
れ
た
Ｂ
本
と
Ｃ
本
も
小
字
で
記
す
か
ら
、
小
字
を
も

っ
て
宣
統
本
を
宣
卷
の
唱
本
で
な
い
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｄ
本
の
○
も
人

物
交
代
箇
所
に
あ
り
、
や
は
り
宣
卷
の
た
め
の
も
の
だ
ろ
う
。
熟
練
し
た
使
用
者

な
ら
○
だ
け
で
も
用
が
足
り
る
。
石
印
本
は
、
本
文
の
字
も
小
さ
く
、
字
間
・
行

間
が
詰
ま
り
、
宣
卷
に
は
向
か
な
い
。
役
柄
を
記
す
の
は
、
基
づ
い
た
抄
本
を
踏

襲
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
讀
解
の
助
け
に
も
な
る
。

　

し
か
し
、
石
印
本
、
民
國
抄
本
が
紹
興
の
方
言
の
語
彙
を
含
ま
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
王
氏
が
一
度
目
に
病
ん
だ
時
、
診
察
に
來
た
藪
醫
者
、
包
起
（
啓
）
發
の

登
場
時
、
自
述
の
科
白
を
見
た
い
。

わ
た
く
し
包
啓
發
、
こ
の
町
に
住
ま
い
し
、
內
外
一
切
の
病
を
治
療
い
た
し

ま
す
。
今
は
運
が
向
か
ず
、
一
向
に
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
仕
事

が
あ
っ
た
と
し
て
、
わ
た
し
が
參
り
ま
す
と
必
ず
お
陀
佛
。
あ
あ
、
世
間
の

奴
ら
は
頭
ん
中
か
ら
口
の
先
ま
で
弱
氣
を
く
じ
き
、
み
な
わ
た
し
を
「
人
殺

し
の
包
先
生
」
と
呼
び
ま
し
て
、
た
ち
ま
ち
こ
の
名
が
知
れ
わ
た
り
ま
し
た
。

ま
あ
、
つ
ま
ら
ぬ
話
は
よ
し
ま
し
ょ
う
。

〔
學
生
包
起
發
、
家
往
本
城
、
耑
治
一
切
內
外
雜
症
。
难难
末
來
里
倒
運
、
生

意
一
点
無
分
、
若
还还
㊒
些
生
意
、
我
洛
一
到
必
定
送
命
。
唊唊
咦
、
一
班
人
頭

上
嘴
口
实实
在
來
淂
勢
利
、
都
嘔
我
包
医
殺
〵
〵
〵
、
一
洛
時
嘔
出
名
者
。
难难

末
闲闲
話
少
說
。〕

｛
學
生
包
啟啟
發
、
家
住
本
城
、
耑
治
一
切
內
外
雜
症
。
難
末
來
里
倒
運
、
生

意
一
点
嘸
分
、
若
还还
㊒
些
生
意
、
我
洛
一
到
必
定
送
命
。
唊唊
咦
、
个
班
人
頭

上
个
嘴
口
实实
才
來
淂
勢
利
、
都
嘔
我
包
醫
殺
、
又
一
洛
時
嘔
出
名
哉
、
難
末

闲闲
話
少
说说
。｝

〈
自
家
非
别
、
包
起
發
便
是
。
家
住
城
里
、
專
醫
一
切
內
外
雑
症
。
難
介
来

東
到
運
、
生
意
一
点
毫
無
、
只
交
自
我
一
到
直直
脚
送
命
。
難
介
一
班
人
頭
上

嘴
口
使
唎
得
緊
、
都
交
我
保
醫
殺
我
保
醫
殺
、
一
呌
兩
呌
、
呌
之
出
名
者
。

閑
話
少
說
。〉

［
自
家
非
别
、
包
起
發
便
是
。
家
住
城
里
、
專
醫
一
切
內
外
雜
症
。
难难
介
耒

東
倒
運
、
生
意
一
点
毫
無
、
只
交
自
我
一
到
直直
脚
送
命
。
难难
介
一
班
人
頭
上

嘴
口
使
唎
得
緊
、
都
嘔
我
保
醫
殺
、
一
嘔
两
嘔
、
〵
得
出
名
者
。
闲闲
話
少

說
。］

〖
自
家
非
别
、
包
起
發
便
是
。
家
住
城
里
、
专专
医
一
切
內
ζ
杂杂
症
。
难难
介
來

带带
倒
运运
、
生
意
一
点
毫
无
、
只
呌
我
一
到
直直
脚
送
终终
。
难难
介
一
班
人
头头
上
嘴
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』
と
紹
興
の
宣
卷

一
一
一

口
來
得
势势
利
、
都
呕
我
保
医
刹
保
医
刹
、
一
呕
二
呕
、
ヒ
出
名
者
。
难难
没
闲闲

话话
少
说说
。〗

【
學
生
包
啟啟
法
、
家
住
本
城
、
专专
治
內
外
雜
症
産
科
伤伤
寒
。
那
未
葛
年
把
运运

衟
勿
好
、
弄
耒
失
风风
、
则则
我
一
到
马马
上
送
终终
。
葛
班
人
头头
上
嘴
口
耒
得
势势
利
、

啥啥
个
呕
我
包
医
杀杀
〵
〵
〵
、
一
落
时时
呕
出
名
者
。
那
末
闲
话
闲
话
少
说说
。】

｟
学
生
包
起
法
、
家
住
本
城
、
內
外
一
切
杂杂
症
。
难难
末
耒
里
倒
运运
、
生
意
一

点
无
分
、
还还
㊒
些
生
意
吃
淂
□
（
一
字
不
明
）、
我
咯
方
子
一
定
送
命
、
卋
间间

上
人
嘴
口
实实
才
势势
力
，
都
嘔
我
包
医
杀杀
〵
〵
〵
、
一
洛
时时
嘔
出
名
者
。
闲
话
闲
话

少
说说
。｠

　

こ
こ
に
見
え
る
方
言
の
う
ち
、「
難
末
・
難
沒
（
現
在
）」、「
來
里
（
在
）」、「
來

得
（
特
別
）」、「
者
（
了
）」、「
个
・
葛
（
這
）」、「
難
介
（
如
此
）」、「
直
脚
（
實

在
）」、「
則
（
只
）」
は
廣
く
吳
方
言
に
見
ら
れ
る
語
彙
で
あ
る
。
一
方
、「
來

東
・
來
帶
（
在
）」、「
嘔
（
叫
）」
は
紹
興
の
特
徵
を
示
す
。
こ
の
「
來
東
」、「
來

帶
」
が
、
石
印
本
、
民
國
抄
本
、
Ｃ
本
に
見
え
る
。
石
印
本
『
太
平
寶
卷
』
も
、

や
は
り
紹
興
の
宣
卷
の
唱
本
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

石
印
本
の
寶
卷
で
は
、『
烏
金
寶
卷
』、『
梅
花
戒
寶
卷
』
が
多
く
の
紹
興
方
言

の
語
彙
を
含
み
、
す
で
に
古
屋
昭
弘
、
王
福
堂
ら
が
、
分
析
を
行
っ
て
い
る（

（1
（

。
紹

興
民
間
の
抄
本
か
ら
石
印
本
へ
の
動
き
は
、
偶
然
で
は
な
く
一
つ
の
流
れ
と
し
て

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
同
じ
時
代
、
紹
興
か
ら
上
海
に
出
た
文
化
を
象
徵
す
る
も

の
に
越
劇
が
あ
る
。
石
印
本
の
流
れ
は
小
さ
い
が
、
や
は
り
紹
興
か
ら
上
海
へ
の

人
の
動
き
を
背
景
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
全
體
に
は
方
言
の
使
用
を
避
け
る
石

印
本
が
、
こ
の
部
分
、
他
の
四
種
に
な
い
「
來
東
」、「
來
帶
」
を
使
っ
た
の
は
不

思
議
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
紹
興
の
特
徵
を
明
確
に
示
す
語
彙
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

意
識
的
に
殘
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
石
印
本
の
寶
卷
の
期
待
さ
れ
た
讀
者
に
は
、

故
鄕
を
離
れ
、
上
海
で
故
鄕
の
文
化
を
懷
か
し
む
一
群
の
人
々
が
い
た
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
の
一
つ
の
目
印
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
の
で

あ
る
。

五
　『
太
平
寶
卷
』
テ
キ
ス
ト
の
二
つ
の
系
統

　

石
印
本
、
民
國
抄
本
、
Ｃ
本
三
種
の
間
で
、
方
言
の
使
用
の
し
か
た
に
共
通
し

た
特
徵
が
あ
る
こ
と
を
、
前
節
の
引
用
部
分
で
見
た
。
二
つ
の
引
用
箇
所
か
ら
は
、

ま
た
、
他
の
四
種
に
比
べ
て
、
こ
の
三
種
の
間
で
、
字
句
の
異
同
が
少
な
い
こ
と

も
見
て
と
ら
れ
る
。
三
種
と
四
種
の
間
に
は
、
字
句
の
異
同
だ
け
で
な
く
、
比
較

的
大
き
な
內
容
の
相
違
も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
李
忠
な
る
人
物
の
㊒
無
で
あ
る
。
都
に
官
を
得
て
歸
鄕
で
き
な
く

な
っ
た
聞
官
寶
は
、
こ
の
李
忠
に
母
と
妻
へ
の
手
紙
を
託
す
。
と
こ
ろ
が
乘
っ
た

舟
が
嵐
に
遭
っ
て
轉
覆
、
李
忠
は
落
命
す
る
。
石
印
本
以
下
三
種
は
、
こ
の
內
容

を
そ
っ
く
り
缺
く
。
そ
の
結
果
、
官
寶
は
留
守
宅
を
氣
に
か
け
る
も
の
の
、
い
さ

さ
か
薄
情
な
人
間
に
な
っ
て
い
る
。

　

全
卷
に
わ
た
っ
て
對
照
す
る
と
、『
太
平
寶
卷
』
の
テ
キ
ス
ト
が
こ
れ
ら
三
種

と
四
種
の
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
る
こ
と
が
、
よ
り
明
確
に
な
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
、

前
者
を
「
石
印
本
系
」、
後
者
を
「
非
石
印
本
系
」
ま
た
は
「
光
緖
本
系
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
。
兩
系
統
の
區
別
は
後
の
引
用
部
分
か
ら
も
見
て
と
ら
れ
る
は
ず

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
、
見
や
す
い
も
の
を
、
石
印
本
系
、
光
緖
本
系
の
順
に
記
し

て
お
き
た
い
。
1
聞
家
の
當
主
を
「
聞
蓮
、
號
世
良
」
と
す
る
か
、「
聞
連
、
字

世
良
」
と
す
る
か
。
2
聞
家
の
所
在
地
を
「
湘
陽
府
」
と
す
る
か
、「
襄
陽
府
」

と
す
る
か
。
3
聞
連
の
善
行
に
言
及
し
な
い
か
、
す
る
か
。
4
趙
春
豹
の
出
家
先

を
東
嶽
廟
と
す
る
か
、
靈
峰
寺
と
す
る
か
。

　

石
印
本
は
流
通
量
が
多
く
流
通
範
圍
も
廣
い
こ
と
か
ら
、
强
い
傳
播
力
、
影
响

力
を
も
っ
た
に
違
い
な
い
。
時
間
の
前
後
を
考
え
て
も
、
民
國
抄
本
（
民
國
二
十
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年
）
は
石
印
本
（
民
國
二
年
）
を
書
寫
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
民
間
で
宣
卷
の
た

め
に
石
印
本
『
太
平
寶
卷
』
が
書
寫
さ
れ
た
例
は
、
江
蘇
張
家
港
の
沙
上
寶
卷
に

も
見
ら
れ
る（

（1
（

。
Ｃ
本
は
、
そ
う
し
た
抄
本
が
、
再
び
宣
卷
の
實
演
の
た
め
の
加
工

を
施
さ
れ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

聞
家
に
赴
く
際
、
趙
春
豹
が
娘
の
素
貞
に
、
淸
明
節
に
歸
宅
す
る
旨
を
吿
げ
る
、

韻
文
の
一
句
が
あ
る
。

〔
定
期
囬囬
家
η
清
明
〕｛
定
期
回
來
过过
清
明
｝〈
定
期
回
家
還
海
明
〉

［
定
期
囬囬
家
還
海
明
］〖
你
在
家
中
自
當
心
〗【
订订
期
回
耒
过过
淸
明
】

｟
定
期
回
耒
过过
清
明
｠。

　

小
さ
な
異
同
だ
が
、
兩
系
統
の
違
い
と
Ｃ
本
の
特
徵
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
石

印
本
の
「
還
海
明
」
は
、「
過
淸
明
」
と
形
狀
が
似
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤
り
で

あ
ろ
う
。
民
國
抄
本
は
石
印
本
の
誤
記
を
踏
襲
す
る
。
し
か
し
、
Ｃ
本
は
宣
卷
の

藝
能
者
の
手
で
、
意
味
の
通
る
別
の
內
容
に
變
更
さ
れ
て
い
る
。

　

飜
っ
て
四
種
を
見
れ
ば
、
光
緖
本
、
宣
統
本
か
ら
Ｂ
本
、
Ｄ
本
ま
で
、
石
印
本

の
干
涉
を
受
け
な
い
系
譜
が
、
紹
興
の
民
間
で
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、
現
在
の
紹
興
の
宣
卷
の
傳
統
が
、
光
緖
十
二
年
ま
で
は
確
實
に
遡

り
う
る
こ
と
を
示
す
。
過
去
の
紹
興
の
宣
卷
に
か
ん
す
る
記
錄
を
缺
く
中
、
光
緖

本
の
存
在
意
義
は
大
き
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

六
　
書
承
の
こ
と
ば
・
口
承
の
こ
と
ば

　

Ｃ
本
は
こ
の
よ
う
に
、
石
印
本
に
基
づ
き
な
が
ら
、
宣
卷
の
實
演
用
で
あ
る
特

徵
を
よ
く
示
す
。
聞
連
の
命
を
受
け
、
官
寶
と
素
貞
の
婚
約
を
進
め
る
べ
く
、
聞

家
の
小
者
が
孫
媒
婆
を
迎
え
に
行
く
、
次
の
場
面
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
孫
媒
婆

は
婚
約
と
婚
禮
の
場
面
に
か
な
り
長
く
登
場
す
る
、
重
要
な
脇
役
で
あ
る
。

（
小
者
）「
承
知
い
た
し
ま
し
た
。
お
使
い
命
受
け
迅
速
出
立
、
仲
人
婆
を
出

迎
え
に
、
衟
中
快
速
、
婆
の
家
に
早
着
い
た
。」
小
者
「
孫
さ
ん
、
開
け
て

く
れ
。」（
仲
人
）「
は
い
は
い
、
た
だ
い
ま
。」　

二
人
は
入
っ
て
（
？
）
衟
を

行
く
。
一
番
花
白
（
後
述
）。「
着
い
た
。」

〔
曉
得
哉
。
小◯　
小
使
令
命
即
行
程
、
奉
命
前
去
請
媒
人
、
一
路
行
程
来
得
快
、

媒
婆
门门
首
到
来
臨
。
孫
媒
婆
、
開
门门
〵
〵
。
〵
〵
來
哉
〵
〵
。
二
人
進
门门
一

路
走
。
一
番
花
白
。
到
哉
。〕

｛
κ　

曉
淂
哉
。
小
使
令
命
即
行
程
、
奉
命
前
去
請
媒
人
、
一
路
行
程
來
淂
快
、

媒
婆
门门
首
到
來
臨
。
孫
媒
婆
、
開
门门
。
媒　

來
哉
ヒ
ヒ
。
哙哙
、
大
叔
到
來
作

啥啥
。
κ　

我
奉
闻闻
府
員
外
之
命
、
請
俉
前
去
做
个
央
媒
押
盤
。
媒　

既
如
此
、

仰
我
関関
之
门门
。
大
叔
請
。
κ　

媽
ヒ
請
。
行
ヒ
去
ヒ
。
媒　

去
ヒ
行
ヒ
。
κ　

到

哉
。｝

〈
付　

小
人
曉
得
。
行
行
去
去
、
去
去
行
行
。
噲
、
到
者
。
噲
、
媒
婆
吓
、
開

門
。
阿
吓
阿
吓
。
二
丑　

来
哉
来
哉
。
噲
、
大
叔
、
你
到
来
何
事
。
付　

我
是
聞

府
来
个
。
昨
日
我
家
員
外
仝
唔
說
過
之
事
、
今
日
要
行
盤
法
品
、
特
来
相
請

過
去
。
二
丑　

如
此
就
此
動
身
。
大
叔
請
。
付　

媒
婆
請
。
媒
婆
二
人
同
出
門
、

一
路
行
程
不
留
停
、
將
身
来
到
聞
府
首
、
家
人
進
內
報
主
人
。〉

［
付　

小
人
曉
得
。
行
〵
去
〵
。
噲
、
到
者
〵
〵
。
媒
婆
、
開
门门
〵
〵
。
二
丑　

耒
者
〵
〵
。
噲
、
大
叔
、
你
到
耒
何
事
。
付　

我
是
闻闻
府
耒
个
。
昨
日
我
家

員
外
同
唔
說
η
之
事
、
今
日
要
行
盤
法
品
、
特
来
相
請
η
去
。
二
丑　

如
此
就

動
身
。
大
叔
請
。
付　

媒
婆
請
。
二
丑　

媒
婆
二
人
同
出
门门
、
一
路
行
程
不
留
停
、

将
身
耒
到
闻闻
府
首
、
付　

家
人
進
去
報
主
人
。］

〖
小
人
晓晓
得
。
小
使
奉
ι
急
行
程
、
去
请请
媒
婆
到
來
临临
、
行
來
不
到
多
少
路
、

媒
婆
门门
首
到
來
临临
。
媒
婆
白
。
媒
婆
小
使
一
同
行
、
一
路
行
程
不
留
仃
、
將

身
來
到
聞
府
門
、
使　

小
使
進
內
報
主
人
。〗

【
使　

小
人
曉
得
哉
。
小
使
奉
命
急
〵
行
、
去
到
街
坊
请请
媒
人
、
慢
表
小
使
在



『
太
平
寶
卷
』
と
紹
興
の
宣
卷

一
一
三

路
走
、
提
表
媒
婆
出
θ
人
。
咦
嗳嗳
哈
、
自
家
非
别
、
孫
媒
婆
便
是
。
連
日
无

得
工
夫
、
今
朝
空
闲闲
耒
里
、
勿
如
纺纺
介
线线
根
花
条
沒
是
哉
。
纺纺
花
椅
子
搀搀
介

把
、
关
得
房
门
纺
门
纺
棉
花
、
媒
婆
正
在
花
耒
纺纺
、
媒
婆
开
门门
、
忽
听
门门
外
呌
囉

唆
。
媒
婆
开
门门
〵
〵
。
〵
〵
耒
哉
〵
〵
。
喂
、
媒
婆
、
时时
候
勿
早
哉
、
勿
如

早
点
去
。
媒　

介
没
大
叔
请请
。
使　

媒
婆
请请
。
二
人
走
出
歇
里
亭
、
急
〵
忙
〵

向
前
行
、
不
觉觉
耒
到
闻闻
府
首
、
家
人
进进
內
报报
事
情
。】

｟
○
晓晓
淂
者
。
小
使
奉
了
员员
外
命
、
急
〵
忙
〵
往
前
行
、
一
路
行
程
耒
淂
快
、

媒
婆
门门
首
到
耒
临临
。
媒
婆
、
开
门门
〵
〵
。
○
耒
者
。
昨
日
喜
鹊鹊
叫
、
好
日
在

今
早
。
哙哙
、
原
耒
大
叔
到
耒
、
㊒
舍
贵贵
干
。
○
我
奉
员员
外
之
命
、
叫
你
前
去

㊒
话话
。
○
如
此
烦
劳
烦
劳
大
叔
行
路
。
○
在
我
耒
、
行
〵
去
〵
。
○
去
〵
行
〵
。

○
到
者
。｠

　

こ
こ
に
は
各
テ
キ
ス
ト
の
特
徵
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
石
印
本
と
民
國

抄
本
の
類
似
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
種
に
く
ら
べ
、
小
者
と

孫
媒
婆
の
應
酬
は
、
光
緖
本
、
宣
統
本
、
Ｃ
本
、
Ｄ
本
で
は
短
く
簡
單
に
、
Ｂ
本

で
は
絲
紡
ぎ
の
內
容
が
插
入
さ
れ
て
、
逆
に
長
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ

う
に
說
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
は
、
小
者
と
媒
婆
、
二
人
の
衟
化
役
が
や
り
と
り
を
す
る
滑
稽
な
場
面
で

あ
る
。
石
印
本
が
紹
興
方
言
を
含
む
二
人
の
科
白
を
殘
し
た
の
は
、
お
も
し
ろ
さ

を
保
持
す
る
た
め
だ
ろ
う
。
四
種
の
抄
本
が
石
印
本
よ
り
短
い
理
由
は
、
光
緖
本

の
「
一
番
花
白
」、
Ｃ
本
の
「
媒
婆
白
」
が
敎
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
、
テ
キ
ス
ト
外
の
科
白
を
插
入
せ
よ
と
い
う
指
示
で
あ
る
。
Ｃ
本
を
用
い
た
宣

卷
で
は
、
こ
の
部
分
は
唱
本
か
ら
約
三
分
離
れ
、
小
者
と
媒
婆
の
漫
才
風
の
掛
け

合
い
と
、
木
魚
の
伴
奏
に
よ
る
媒
婆
の
唱
え
ご
と
が
加
え
ら
れ
た
。
同
樣
の
指
示

の
な
い
宣
統
本
や
Ｄ
本
も
、
宣
卷
に
用
い
ら
れ
れ
ば
同
じ
こ
と
が
行
わ
れ
た
と
推

測
で
き
る
。
Ｃ
本
の
婚
禮
の
場
面
に
は
「
掛
燈
白
」
と
「
賓
相
白
」、
つ
ま
り
提

燈
に
事
寄
せ
た
り
、
自
由
に
編
ま
れ
た
り
す
る
、
媒
婆
の
唱
え
ご
と
の
指
示
も
あ

る
。「
賓
相
白
」
の
箇
所
で
も
、
宣
卷
で
は
テ
キ
ス
ト
外
の
こ
と
ば
が
約
二
分
加

え
ら
れ
た
。
ま
た
、
光
緖
本
は
朱
買
婆
登
場
の
場
面
に
も
、「
一
番
化
白
」
と
見

え
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
口
承
で
あ
る
宣
卷
に
、
書
承
で
あ
る
寶
卷
に
な
い
こ
と
ば

が
、
卽
興
で
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
ば
は
「
花
口
」、

こ
れ
を
插
入
す
る
こ
と
は
「
插
花
」
と
呼
ば
れ
る
。
紹
興
の
宣
卷
で
插
花
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、『
紹
興
宣
卷
』
の
記
述（

（1
（

、
お
よ
び
老
藝
能
者
た
ち
の

藝
と
發
言
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
插
花
に
は
「
內
插
花
」
と
「
外
插
花
」
の
二

種
が
あ
る
。
前
者
は
物
語
り
の
內
容
の
中
で
行
わ
れ
、
宣
卷
の
こ
と
ば
を
敷
衍
す

る
。
先
に
見
た
も
の
は
皆
こ
れ
に
あ
た
る
。
後
者
は
物
語
り
の
內
容
か
ら
逸
脫
す

る
も
の
を
指
す
。
Ｄ
班
に
よ
る
『
循
環
寶
卷
』
全
卷
の
宣
卷
で
は
、
約
十
分
間
の

外
插
花
が
披
露
さ
れ
た
。「
牌
九
」
と
い
う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
用
語
を
用
い
た
、

語
呂
合
わ
せ
の
唱
え
ご
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
插
花
を
行
な
っ
た
Ａ
さ
ん
は
、
老
練

の
名
手
で
あ
る
。
Ａ
さ
ん
は
言
う
。
過
去
、『
太
平
寶
卷
』
の
宣
卷
に
は
三
日
を

要
し
た
。
孫
媒
婆
の
花
口
だ
け
で
半
時
間
。
婚
禮
の
場
面
は
、
掛
燈
四
十
分
、
迎

賓
十
分
、
賓
相
に
半
時
間
か
け
た
。
後
半
に
は
朱
買
婆
の
花
口
も
あ
る
。
宣
卷
の

時
間
の
約
八
割
は
花
口
だ
っ
た
と（

（1
（

。
孫
媒
婆
、
朱
買
婆
、
包
起
（
啓
）
發
、
そ
し

て
聞
家
の
小
者
、
冬
梅
、
王
氏
。『
太
平
寶
卷
』
に
は
插
花
を
行
い
得
る
人
物
が

多
く
登
場
す
る
。
こ
れ
が
、
老
藝
能
者
た
ち
が
こ
の
寶
卷
を
名
作
と
す
る
理
由
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
の
引
用
部
分
で
Ｂ
本
の
內
容
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ

の
テ
キ
ス
ト
の
他
の
部
分
を
參
考
に
し
て
、
こ
れ
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｂ
本
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
他
の
テ
キ
ス
ト
に
な
い
內
容
が
多
く
見
ら
れ
る
。

顯
著
な
例
が
、
聞
連
の
葬
禮
の
場
面
で
あ
る
。
光
緖
本
は
「
公
子
此
刻
好
傷
心
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四

（
こ
の
時
、
坊
ち
ゃ
ま
心
を
傷
め
）」
か
ら
「
入
土
爲
安
不
必
論
（
埋
葬
を
濟
ま
せ
た
こ

と
は
言
を
俟
た
ず
）」
ま
で
、
葬
送
の
こ
と
を
七
言
十
句
で
述
べ
る
。
宣
統
本
、
Ｄ

本
も
同
じ
句
數
で
あ
る
。
石
印
本
系
三
種
は
こ
れ
が
六
句
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
Ｂ

抄
本
は
こ
こ
に
七
言
六
十
七
句
の
韻
文
と
科
白
が
あ
る
。
七
言
句
の
主
要
部
分
は

葬
禮
の
數
え
歌
で
、
前
半
に
初
七
日
か
ら
七
日
ご
と
に
四
十
九
日
ま
で
の
行
事
、

後
半
に
九
艘
の
弔
い
舟
の
仕
立
て
を
、
順
に
歌
う
。

　

Ｂ
本
に
は
、
ま
た
、
病
ん
だ
王
氏
に
素
貞
が
孝
養
を
盡
く
す
場
面
に
、
他
の
テ

キ
ス
ト
に
は
出
な
い
盲
目
の
占
い
師
、
つ
づ
い
て
二
人
の
物
乞
い
が
登
場
す
る
。

前
者
に
は
二
葉
（
半
葉
十
行
、
行
約
二
十
二
字
）
の
科
白
、
後
者
に
は
半
葉
の
科
白

と
七
言
四
十
句
が
與
え
ら
れ
て
い
る
。
外
插
花
と
呼
ん
で
よ
い
も
の
だ
ろ
う
。

　

Ｂ
本
に
つ
い
て
は
、
冬
梅
が
王
氏
を
そ
そ
の
か
す
場
面
の
み
、
Ｂ
さ
ん
ら
に
よ

る
宣
卷
を
實
見
し
た
（
二
〇
一
二
年
九
⺼
二
十
八
日
）。
テ
キ
ス
ト
で
五
行
の
や
り

と
り
が
、
快
速
二
分
間
の
掛
け
合
い
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト

な
の
か
。「
下
」
の
行
方
も
含
め
て
、
Ｂ
さ
ん
に
何
度
か
質
問
し
た
が
、
㊒
用
な

答
え
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
、
江
蘇
吳
江
の
宣
卷
藝
能
者
で
、
本
來
記

錄
さ
れ
な
い
寶
卷
の
こ
と
ば
と
上
演
上
の
留
意
事
項
を
大
量
に
文
字
に
殘
し
た
、

朱
火
生
氏
の
狀
況
が
參
考
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
朱
氏
が
記
錄
を
作
っ
た
理

由
は
、
晚
學
で
あ
っ
た
こ
と
、
緻
密
な
演
出
を
目
ざ
し
ま
た
實
踐
し
て
い
た
こ
と

だ
と
い
う（

（1
（

。
他
の
本
に
な
く
Ｂ
本
に
あ
る
こ
と
ば
も
、
本
來
テ
キ
ス
ト
の
外
に
あ

っ
た
宣
卷
の
こ
と
ば
を
、
Ｂ
さ
ん
が
自
ら
の
藝
を
高
め
る
た
め
に
記
錄
し
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
長
い
花
口
の
す
べ
て
で
は
な
く
と
も
、
花
口
の
一

部
だ
っ
た
り
、
絲
口
だ
っ
た
り
し
た
。
Ｂ
本
は
、
石
印
本
系
は
も
ち
ろ
ん
、
非
石

印
本
の
他
の
本
か
ら
も
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
口
承
の
世
界
の
あ
り
さ
ま

を
知
ら
せ
て
く
れ
る
テ
キ
ス
ト
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

花
口
に
見
ら
れ
た
、
婚
禮
の
さ
ま
ざ
ま
な
唱
え
ご
と
や
歌
も
、
葬
式
歌
も
、
盲

目
の
占
い
師
の
唱
え
ご
と
も
、
物
乞
い
の
掛
け
合
い
も
、
も
と
も
と
人
々
の
現
實

の
生
活
の
中
で
、
媒
婆
や
、
葬
式
歌
の
歌
い
手
や
、
占
い
師
や
、
物
乞
い
た
ち
が

行
な
っ
て
い
た
口
の
技（

（1
（

に
基
づ
い
た
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
藝
能
者
た
ち
は
、
そ
う

し
た
既
製
の
多
樣
な
口
の
技
を
借
り
て
、
宣
卷
の
こ
と
ば
を
そ
の
つ
ど
創
造
し
て

い
た
。
紹
興
の
宣
卷
の
テ
キ
ス
ト
が
、
藝
能
者
ご
と
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
多
彩
に

な
っ
た
大
き
な
原
因
も
、
口
承
の
世
界
の
こ
う
し
た
豐
か
な
創
造
性
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
Ｂ
本
が
見
せ
て
く
れ
る
の
は
花
口
の
世
界
だ
け
で
は
な
い
。

七
　『
太
平
寶
卷
』
宣
卷
の
𠘨
能

　

寶
卷
の
異
同
は
、
當
然
な
が
ら
科
白
に
多
い
。
し
か
し
、
韻
文
に
も
異
同
は
あ

る
。
そ
れ
を
見
て
み
た
い
。
場
面
は
、
趙
素
貞
が
王
氏
と
冬
梅
に
よ
っ
て
家
を
追

わ
れ
、
生
母
の
墓
前
で
自
死
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
李
華
姑

と
朱
瑞
姑
と
い
う
、
縊
死
し
た
女
性
の
幽
靈
が
登
場
す
る
。
二
人
は
自
ら
の
成
佛

の
た
め
に
身
代
わ
り
を
探
し
て
お
り
、
自
死
し
よ
う
と
す
る
趙
素
貞
を
見
つ
け
て
、

は
じ
め
爭
う
。
し
か
し
、
相
談
の
末
、
後
日
の
救
い
を
得
る
衟
を
選
び
、
力
を
あ

わ
せ
て
趙
素
貞
を
助
け
る
。
そ
の
幽
靈
の
登
場
を
示
す
一
句
で
あ
る
。

〔
λ
中
另
提
一
吊
魂
〕｛
λ
中
另
表
一
红红
神
｝〈
巻
中
另
出
吊
死
神
〉

［
巻
中
另
出
吊
死
神
］〖
巻
中
另
出
吊
死
神
〗【
卷
中
另
表
一
吊
神
】

｟
卷
中
到
出
一
红红
神
｠

　

石
印
本
系
は
「
吊
死
神
」
と
し
、
非
石
印
本
系
は
相
互
に
異
な
る
が
「
死
」
の

字
を
用
い
な
い
共
通
點
が
あ
る
。
相
談
が
ま
と
ま
り
趙
素
貞
を
助
け
に
行
く
際
の

一
句
で
は
、
二
人
の
幽
靈
は
以
下
の
と
お
り
に
表
さ
れ
る
。

〔
曼
表
吊
神
同
去
救
〕｛
慢
表
吊
神
同
去
救
｝〈
慢
表
二
吊
去
相
救
〉

［
慢
表
二
吊
去
相
救
］〖
曼
表
二
吊
去
相
救
〗【
慢
表
吊
神
耒
相
救
】



『
太
平
寶
卷
』
と
紹
興
の
宣
卷

一
一
五

｟
慢
表
吊
神
去
相
救
｠

　

石
印
本
系
は
「
二
吊
」、
非
石
印
本
系
は
「
吊
神
」
と
し
、
兩
系
統
で
明
確
な

區
別
が
あ
る
。
二
人
が
趙
素
貞
を
助
け
、
將
來
の
濟
度
へ
の
願
い
を
述
べ
て
去
る

場
面
、
素
貞
が
顏
を
上
げ
て
見
て
み
れ
ば
、
に
續
く
一
句
は
こ
う
で
あ
る
。

〔
原
耒
都
是
二
吊
神
〕｛
原
耒
卻
是
二
吊
神
｝〈
却
是
陰
司
两
吊
人
〉

［
却
是
陰
司
两
吊
人
］〖（
こ
の
一
句
無
し
）〗【
原
耒
都
是
太
平
神
】

｟
却
是
二
个
吊
死
神
｠

　

石
印
本
系
で
は
「
人
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
非
石
印
本
系
で
は
「
神
」
と
す
る
。

こ
の
う
ち
Ｂ
本
の
「
太
平
神
」
の
由
來
は
、
寶
卷
の
終
盤
、
皇
帝
が
趙
素
貞
を
助

け
た
功
績
を
稱
え
、
二
人
の
幽
靈
を
神
に
封
じ
た
と
こ
ろ
で
わ
か
る
。
こ
の
內
容

は
、「
下
」
を
缺
く
Ｂ
本
を
除
く
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
。

二
人
の
縊
死
し
た
神
は
人
命
を
救
い
自
ら
望
ん
で
苦
難
を
受
け
た
の
で
、
吉

祥
如
意
永
保
太
平
の
神
に
封
じ
、
當
該
の
地
方
官
に
は
廟
と
金
像
を
造
り
、

萬
年
に
わ
た
り
尊
崇
參
拜
を
受
け
る
よ
う
に
せ
よ
と
命
じ
た
。

又
封
二
吊
神
救
命
㊒
功
自
愿
受
苦
、
封
為
吉
祥
如
意
永
保
太
平
、
着
地
方
官

督
造
庙
宇
粧
貼
金
身
、
受
萬
年
香
火
。（
宣
統
本
に
よ
る
）

　
『
太
平
寶
卷
』
の
石
印
本
を
讀
ん
で
、
幽
靈
た
ち
の
重
要
さ
に
氣
づ
く
の
が
簡

單
で
な
い
こ
と
は
、
澤
田
瑞
穗
が
、
こ
の
寶
卷
の
梗
槪
中
、
幽
靈
に
言
及
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る（

（1
（

。
し
か
し
、
こ
の
二
人
は
、
あ
る
意
味
で
こ
の
寶
卷
の

主
人
公
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
題
名
が
示
し
て
い
る
。

　
『
太
平
寶
卷
』
全
卷
の
宣
卷
の
調
査
を
强
く
希
望
し
た
の
は
、
最
初
に
會
っ
た

時
、
Ｂ
さ
ん
の
こ
と
ば
か
ら
、
こ
の
寶
卷
が
「
小
目
連
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
知

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
目
連
戲
は
言
う
ま
で
も
な
く
中
國
文
化
史
を
考
え
る
上
で
重

要
な
作
品
群
で
あ
り
、
こ
の
名
に
は
深
い
意
味
が
あ
る
と
考
え
た
。
の
ち
に
Ｂ
さ

ん
、
そ
し
て
Ａ
さ
ん
も
、『
太
平
寶
卷
』
の
宣
卷
は
、
溺
死
者
が
出
た
時
、
そ
の

魂
を
鎭
め
る
た
め
に
行
う
の
だ
と
敎
え
て
く
れ
た
。
李
忠
の
溺
死
も
こ
れ
と
か
か

わ
る
の
だ
ろ
う
。「
小
目
連
」
は
、
こ
の
寶
卷
の
宣
卷
に
、
目
連
戲
の
上
演
と
同

じ
く
、
孤
魂
、
つ
ま
り
橫
死
し
た
人
の
靈
魂
を
慰
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
厄
災
を
避

け
る
機
能
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
太
平
寶
卷
』
の
宣
卷
で
は
、
他
の
寶
卷
の
宣
卷
に
な
い
儀
禮
が
插
入
さ
れ
た
。

宣
卷
の
途
中
、
Ｂ
さ
ん
が
席
を
離
れ
、
節
分
の
豆
ま
き
の
要
領
で
、
唱
え
ご
と
を

し
な
が
ら
米
粒
を
撒
い
た
。
そ
の
後
、
手
を
振
っ
て
追
い
拂
う
動
作
と
お
辭
儀
を

し
て
敬
意
を
示
す
動
作
を
交
互
に
繰
り
﨤
し
た
。
同
じ
時
、
黃
紙
（
黃
土
色
の
粗

末
な
紙
）
を
折
っ
て
作
ら
れ
た
紙
錢
が
燒
か
れ
た
。
宣
卷
の
終
わ
り
に
、
金
・
銀

紙
で
作
ら
れ
た
紙
錢
が
燒
か
れ
る
の
と
對
照
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
連
の
動
作
は
、

み
な
孤
魂
の
た
め
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
紹
興
の
宣
卷
で
は
神
位
に
さ
ま
ざ
ま

な
神
佛
の
名
が
記
さ
れ
る
。
觀
♫
菩
薩
、
包
公
、
關
公
、
城
隍
神
、
土
地
神
な
ど

普
遍
的
な
神
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、『
太
平
寶
卷
』
の
宣
卷
に
お
い
て

神
位
の
中
央
に
記
さ
れ
た
の
は
、「
三
十
三
天　

太
平
菩
薩
之
寶
座
」
の
文
字
で

あ
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
韻
文
の
三
つ
の
部
分
で
見
た
異
同
は
、
す
な
わ
ち
、
非

石
印
本
か
ら
石
印
本
系
へ
の
、
孤
魂
へ
の
神
と
し
て
の
尊
崇
の
薄
弱
化
を
示
す
も

の
だ
っ
た
。
逆
に
、
三
つ
め
の
引
用
部
分
に
お
い
て
Ｂ
本
の
み
が
「
太
平
神
」
と

し
て
い
た
の
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
、
口
承
の
世
界
に
お
け
る
『
太
平
寶
卷
』
の

實
態
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
の
、
も
う
一
つ
の
證
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
太
平
寶
卷
』
に
限
ら
ず
、
紹
興
の
宣
卷
そ
の
も
の
に
、
孤
魂
の
慰
撫
の
機
能

が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
三
包
」
の
い
ず
れ
の
作
品
に
も
、

橫
死
し
た
魂
と
そ
の
救
濟
の
內
容
が
含
ま
れ
て
い
る（

（1
（

。
二
〇
一
五
年
三
⺼
六
日
に

調
査
し
た
「
三
包
」
の
宣
卷
で
は
、
す
べ
て
の
儀
禮
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
廟
の
外

で
や
は
り
黃
紙
が
燒
か
れ
た
。「
你
们们
从
哪
里
來
囘
哪
里
去
吧
（
も
と
い
た
所
へ
歸

っ
て
く
だ
さ
い
）」
の
意
味
が
あ
る
と
藝
能
者
が
說
明
し
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
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孤
魂
の
慰
撫
の
機
能
を
顯
著
に
も
つ
『
太
平
寶
卷
』
は
、
紹
興
の
宣
卷
に
と
っ
て

重
要
な
「
寶
卷
の
王
」
な
の
で
あ
っ
た
。

　

趙
素
貞
が
王
氏
の
病
氣
平
癒
の
た
め
に
天
醫
廟
で
占
い
を
す
る
場
面
に
、
次
の

一
句
が
あ
る
。

〔
三
拜
虛
空
过
徃
过
徃
神
〕｛
三
拜
虛
μ
过过
往
神
｝〈
三
拜
南
海
觀
世
♫
〉

［
三
拜
南
海
观观
世
♫
］〖
三
拜
南
海
观观
世
♫
〗【
三
拜
虛
空
过过
往
神
】

｟
三
拜
虛
空
过过
往
神
｠

　

石
印
本
系
が
通
り
の
よ
い
「
南
海
觀
世
♫
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
非
石
印
本
系
は

「
虛
空
過
往
神
」
と
す
る
。
こ
の
「
虛
空
を
過
ぎ
往
く
神
」
も
、
ど
こ
か
ら
來
て

ど
こ
に
行
く
か
知
れ
な
い
、
孤
魂
を
指
す
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
太
平
寶
卷
』
と
い
う
一
つ
の
寶
卷
に
つ
い
て
、
目
に
し
え
た
テ
キ
ス

ト
、
全
卷
の
宣
卷
、
そ
し
て
藝
能
者
の
こ
と
ば
か
ら
、
わ
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て

き
た
。
は
じ
め
に
揭
げ
た
書
承
と
口
承
の
問
題
に
卽
し
て
言
え
ば
、
石
印
本
と
こ

れ
を
書
寫
し
た
民
國
抄
本
は
書
承
の
性
格
を
最
も
强
く
も
ち
、
光
緖
本
と
宣
統
本

は
そ
れ
よ
り
口
承
に
傾
き
、
Ｂ
本
が
口
承
の
世
界
に
最
も
近
く
、
口
承
の
あ
り
さ

ま
を
よ
く
知
ら
せ
る
テ
キ
ス
ト
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
本
は
書
承
の
世
界
か

ら
口
承
の
世
界
に
引
き
﨤
し
た
も
の
で
、
口
承
と
書
承
の
關
係
に
つ
い
て
別
の
方

向
か
ら
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
Ｂ
本
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ

に
記
さ
れ
た
こ
と
ば
は
口
承
の
こ
と
ば
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
ご
く
一
部
に

す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
今
日
觀
察
可
能
な
宣
卷
の
こ
と
ば
は
、
同
じ
口
承

の
こ
と
ば
で
も
、
往
時
の
宣
卷
の
こ
と
ば
に
比
べ
れ
ば
、
分
量
も
多
樣
性
も
、
か

な
り
の
も
の
が
失
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　
『
太
平
寶
卷
』
と
紹
興
の
宣
卷
の
こ
の
例
に
お
い
て
、
口
承
か
ら
書
承
へ
と
向

か
う
中
で
見
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
も
の
を
確
認
す
れ
ば
、
そ
れ
は
次
の
三
つ
に

ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
1
方
言
、
す
な
わ
ち
ロ
ー
カ
ル
な
こ
と
ば
。
2
物
語
り

か
ら
廣
が
っ
て
い
く
こ
と
ば
、
あ
る
い
は
物
語
り
か
ら
離
れ
て
い
こ
う
と
す
る
こ

と
ば
。
こ
れ
ら
を
、
そ
れ
ぞ
れ
敷
衍
の
こ
と
ば
と
逸
脫
の
こ
と
ば
と
試
み
に
名
づ

け
た
。
3
宗
敎
性
、
な
い
し
聖
性
。
明
確
な
敎
義
を
も
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

し
か
し
人
々
の
意
識
に
深
く
根
付
い
て
い
た
信
仰
の
こ
と
ば
が
、
テ
キ
ス
ト
か
ら

姿
を
消
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
、
特
に
1
と
2
は
、
多
樣
か
ら
規
格
化
へ
の
流
れ
と

捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
『
太
平
寶
卷
』
は
石
印
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
書
承
の
文
學
と
し
て
名
作

に
は
な
ら
ず
、
時
間
に
よ
っ
て
淘
汰
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
紹
興
の
宣

卷
も
、
多
く
の
口
承
文
藝
と
同
じ
く
、
衰
微
の
衟
を
た
ど
っ
て
い
る（

（2
（

。
現
在
で
は

插
花
の
な
い
宣
卷
、
插
花
が
で
き
な
い
藝
能
者
も
多
い
。『
太
平
寶
卷
』
の
宣
卷

が
三
日
か
ら
一
日
に
な
っ
て
依
賴
者
に
不
滿
は
な
い
の
か
、
と
尋
ね
た
ら
、
Ａ
さ

ん
は
答
え
た
。「
も
ち
ろ
ん
。
お
金
が
節
約
で
き
る
じ
ゃ
な
い
か
。」

　

し
か
し
、
本
稿
の
趣
旨
は
こ
う
し
た
消
極
的
な
話
を
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は

な
い
。
逆
に
、
書
承
の
テ
キ
ス
ト
の
向
こ
う
に
口
承
の
世
界
を
見
た
と
き
、
わ
た

し
た
ち
は
そ
こ
に
、
ロ
ー
カ
ル
な
こ
と
ば
を
含
む
、
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の
多

樣
な
こ
と
ば
、
敷
衍
と
逸
脫
の
こ
と
ば
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
テ
キ
ス
ト
に

殘
る
痕
跡
は
小
さ
く
と
も
、
そ
の
文
學
を
生
み
出
し
た
人
々
の
切
實
な
信
仰
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

　

過
去
に
つ
い
て
わ
た
し
た
ち
に
與
え
ら
れ
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
文
字
の
記

錄
だ
け
で
あ
る
。
實
證
主
義
は
眞
實
に
近
づ
く
た
め
に
あ
る
が
、
し
か
し
、
も
し

荒
っ
ぽ
く
あ
る
い
は
誤
っ
て
運
用
し
、
い
わ
ゆ
る
「
文
字
づ
ら
」
の
情
報
だ
け
を

つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
な
ら
、
そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
を
か
え
っ
て
眞
實
か
ら
遠
ざ
け
る
。

目
の
前
の
文
字
テ
キ
ス
ト
の
背
後
に
何
が
あ
る
の
か
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
も
と
の



『
太
平
寶
卷
』
と
紹
興
の
宣
卷

一
一
七

あ
り
か
た
か
ら
何
を
捨
て
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
藝
能
者
が
確
か
に

發
し
た
が
聽
き
手
に
屆
い
て
す
ぐ
消
え
た
こ
と
ば
と
、
燃
や
さ
れ
た
紙
の
上
と

人
々
の
心
の
中
だ
け
に
あ
っ
た
信
仰
を
、
な
ん
と
か
す
く
い
と
ろ
う
と
し
た
。
確

か
に
あ
っ
た
も
の
を
、
無
か
っ
た
こ
と
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
記
錄
さ
れ
な

か
っ
た
、
記
錄
の
失
わ
れ
た
多
く
の
人
々
の
聲
が
あ
っ
た
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
は

知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
拾
い
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
認
識
は

十
全
な
も
の
に
少
し
ず
つ
だ
が
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

謝
辭
：

　

紹
興
の
宣
卷
の
藝
能
者
を
は
じ
め
、
本
稿
が
基
づ
い
た
調
査
に
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
二
〇
二
〇
―
二
〇
二
四
年
度
科
學
硏
究
費
硏
究
「
中
國
近
世
宗
敎
文

藝
硏
究
―
寶
卷
を
中
心
に
し
て
」
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

㊟（
1
）　
「
藝
人
」
と
い
う
日
本
語
は
固
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め
「
藝
能
者
」
の
語

を
用
い
る
。
當
事
者
の
意
向
や
中
國
社
會
の
狀
況
に
鑑
み
、
藝
能
者
に
つ
い
て
は
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
っ
て
示
す
。

（
2
）　

實
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
科
學
硏
究
費
報
吿
書
を
參
照
。
い
ず
れ
も
松
家

裕
子
・
小
南
一
郞
・
磯
部
祐
子
・
要
木
（
藤
田
）
佳
美
に
よ
る
。『
中
國
近
世
唱
導

文
藝
硏
究
―
江
南
地
域
に
お
け
る
實
態
調
査
』
二
〇
一
一
。『
中
國
江
南
唱
導
文
藝

硏
究
―
上
演
・
テ
キ
ス
ト
・
信
仰
―
』
二
〇
一
四
。『
浙
江
金
華
口
承
文
藝
硏
究
―

語
り
も
の
藝
能
「
金
華
衟
情
」
を
中
心
に
―
』
二
〇
一
七
。『
中
國
浙
江
講
唱
文
藝

硏
究
―
勸
善
・
免
災
の
機
能
か
ら
考
え
る
』
二
〇
二
〇
。

（
3
）　

王
彪
・
馮
健
主
編
、
羅
小
令
・
馬
志
友
・
王
雷
・
沈
瑩
編
著
『
紹
興
宣
卷
』
浙
江

攝
影
出
版
社
、
二
〇
一
二
。
磯
部
祐
子
「
中
國
民
間
演
劇
の
再
燃
」『
高
岡
短
期
大

學
紀
要
』
第
十
九
號
、
二
〇
〇
四
、
一
五
九
―
一
七
〇
頁
。
同
「
中
國
民
間
演
劇
の

現
狀
―
紹
興
の
蓮
花
落
・
鸚
哥
班
・
寶
卷
を
中
心
に
―
」
同
第
二
十
號
、
二
〇
〇
五
、

二
二
一
―
二
三
四
頁
。
上
田
望
『
紹
興
寶
卷
硏
究　

付
「
雙
狀
元
寶
卷
」
校
㊟
影

印
』
二
〇
〇
七
。
同
『
紹
興
寶
卷
硏
究
2　

付
「
雙
英
寶
卷
」
校
㊟
影
印
』
二
〇
〇

九
。
同
『
紹
興
寶
卷
硏
究
3　

付
「
沈
香
扇
寶
卷
」
校
㊟
影
印
』
二
〇
一
〇
。
小
南

一
郞
「
中
國
近
世
の
宗
敎
文
藝
」『
國
學
院
雜
誌
』
第
一
一
七
卷
第
十
一
號
、
二
〇

一
六
、
一
五
八
―
一
七
二
頁
。
前
揭
科
硏
費
報
吿
書
中
の
も
の
と
後
の
㊟
に
出
る
も

の
は
割
愛
し
た
。

（
4
）　

周
作
人
『
瓜
豆
集
』
北
京
出
版
集
團
公
司
・
北
京
十
⺼
文
藝
出
版
社
、
二
〇
一
二
、

三
十
二
―
三
十
八
頁
、「
劉
香
女
」。

（
5
）　

磯
部
祐
子
「
生
き
續
け
る
寶
卷
（
上
）・（
下
）」『
東
方
』
一
八
八
・
一
八
九
、
一

九
九
六
、
二
―
五
・
十
二
―
十
五
頁
。

（
6
）　

宣
卷
の
實
際
に
つ
い
て
は
以
下
を
參
照
。
顧
希
佳
「
安
昌
宣
卷
調
査
報
吿
」『
紹

興
宣
卷
』
前
揭
㊟
3
、
一
二
〇
―
一
四
二
頁
。
松
家
裕
子
「
紹
興
宣
卷
の
調
査
報
吿

―
現
代
中
國
に
お
け
る
唱
導
文
藝
の
ひ
と
つ
の
あ
り
か
た
―
」『
說
話
・
傳
承
學
』

第
二
十
二
號
、
二
〇
一
四
、
二
〇
六
―
二
二
四
頁
。

（
7
）　

車
錫
倫
『
中
國
寶
卷
總
目
』
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
、
二
六
六
頁
。

（
8
）　

磯
部
祐
子
「
紹
興
の
寶
卷
―
「
三
包
寶
卷
」
を
中
心
に
」『
桃
の
會
論
集
』
五
集
、

二
〇
一
一
、
五
十
七
―
七
十
二
頁
、
松
家
裕
子
「
紹
興
民
間
の
『
賣
花
寶
卷
』
テ
キ

ス
ト
」『
中
國
近
世
唱
導
文
藝
硏
究
』
前
揭
㊟
2
、
三
十
八
―
六
十
六
頁
參
照
。

（
9
）　

文
益
書
局
刊
行
の
寶
卷
に
つ
い
て
は
、
尙
麗
新
・
張
一
帆
「
淸
末
民
國
文
益
書
局

石
印
寶
卷
始
末
」『
寶
鷄
文
理
學
院
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
第
四
十
一
卷
第
四
期

（
總
二
〇
二
號
）、
二
〇
二
一
、
四
十
九
―
五
十
八
頁
參
照
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
一
八

（
10
）　

寶
卷
中
の
紹
興
の
方
言
に
つ
い
て
は
以
下
を
參
照
。
古
屋
昭
弘
「
烏
金
寶
卷
に
見

る
民
國
初
期
の
浙
東
吳
語
」
中
國
古
籍
文
化
硏
究
所
說
唱
文
學
硏
究
班
『
烏
金
寶
卷　

影
印
・
飜
字
・
㊟
釋
』
中
國
古
籍
硏
究
所
、
二
〇
〇
三
、
五
―
十
頁
。
同
「
梅
花
戒

寶
卷
に
見
る
淸
末
の
浙
東
吳
語
」
古
屋
昭
弘
・
氷
上
正
・
王
福
堂
共
編
『
梅
花
戒
寶

卷　

影
印
・
飜
字
・
㊟
釋
』
中
國
古
籍
文
化
硏
究
所
・
說
唱
文
學
硏
究
所
、
二
〇
〇

四
、
七
―
十
四
頁
。
王
福
堂
「『
梅
花
戒
寶
卷
』
中
的
紹
興
方
言
」
同
、
十
五
―
二

十
頁
。
石
汝
傑
・
宮
田
一
郞
『
明
淸
吳
語
詞
典
』
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
〇
五
。

閔
家
驥
他
『
簡
明
吳
方
言
詞
典
』
同
、
一
九
八
六
。
王
福
堂
『
紹
興
方
言
』
語
文
出

版
社
、
二
〇
一
五
。
吳
子
慧
『
吳
越
文
化
視
野
中
的
紹
興
方
言
硏
究
』
浙
江
大
學
出

版
社
、
二
〇
〇
七
。

（
11
）　

前
揭
㊟
10
古
屋
論
文
、
王
福
堂
論
文
參
照
。

（
12
）　

松
家
裕
子
「『
太
平
寶
卷
』
的
六
種
文
本
―
兼
論
民
間
抄
本
的
價
値
」
王
定
勈
主

編
『
中
國
寶
卷
國
際
硏
討
會
論
文
集
』
廣
陵
書
社
、
二
〇
一
六
、
二
〇
九
―
二
三
四

頁
參
照
。

（
13
）　

中
共
張
家
港
市
委
宣
傳
部
・
中
共
錦
豐
鎭
委
員
會
・
張
家
港
市
文
學
藝
術
界
聯
合

會
編
『
中
國
・
沙
上
寶
卷
集
』
上
海
文
藝
出
版
社
、
二
〇
一
一
、
九
三
一
―
九
五
五

頁
、「
太
平
寶
卷
」。

（
14
）　
『
紹
興
宣
卷
』
前
揭
㊟
3
、
二
十
五
頁
。

（
15
）　

插
花
に
つ
い
て
は
、
松
家
裕
子
「
試
探
紹
興
宣
卷
的
插
花
」『
文
化
文
本
』
第
二

輯
、
中
信
出
版
集
團
、
二
〇
二
三
、
一
七
六
―
二
〇
三
頁
參
照
。

（
16
）　

藤
野
眞
子
「
中
國
江
南
に
お
け
る
宣
卷
の
上
演
狀
況
」（
佐
藤
仁
史
・
太
田
出
・

藤
野
眞
子
・
緖
方
賢
一
・
朱
火
生
編
著
『
中
國
農
村
の
民
間
藝
能　

―
太
湖
流
域
社

會
史
口
述
記
錄
集
2
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
、
十
九
―
三
十
六
頁
）、
緖
方
賢
一

「
吳
江
宣
卷
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
」（
同
、
三
十
七
―
五
十
二
頁
）
參
照
。

（
17
）　

二
〇
一
八
年
八
⺼
、
福
建
省
福
州
市
に
お
け
る
婚
禮
に
お
い
て
、「
喜
娘
」
す
な

わ
ち
媒
婆
に
あ
た
る
女
性
が
豐
か
な
口
の
技
を
披
露
す
る
の
を
、
實
際
に
目
に
し
、

耳
に
し
た
。

（
18
）　

澤
田
瑞
穗
『
增
補　

寶
卷
の
硏
究
』
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
五
、
一
九
八
頁
、

「
太
平
趙
素
貞
寶
卷
」
提
要
。

（
19
）　

松
家
裕
子
「
物
語
り
の
力
を
信
じ
る
者　

―
魯
迅
と
宣
卷
の
紹
興
」『
ア
ジ
ア
の

都
市
と
農
村
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
、
二
一
三
―
二
四
一
頁
參
照
。

（
20
）　

♫
樂
學
の
分
野
で
、
中
國
に
お
け
る
實
地
調
査
に
基
づ
き
口
承
と
書
承
の
問
題
に

つ
い
て
考
察
し
た
成
果
に
、
井
口
淳
子
『
中
國
北
方
農
村
の
口
承
文
化　

語
り
物
の

書
・
テ
キ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
風
响
社
、
一
九
九
九
が
あ
る
。

（
21
）　

で
は
紹
興
の
宣
卷
は
文
學
史
上
さ
し
た
る
役
割
を
果
た
さ
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
筆
者
は
魯
迅
の
小
說
の
搖
籃
の
一
つ
と
な
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
。
弟
、

周
作
人
は
隣
家
の
宣
卷
を
聽
い
た
と
言
う
。
兄
は
そ
れ
を
聽
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

も
し
聽
い
た
な
ら
、
そ
れ
は
の
ち
に
書
い
た
小
說
に
影
响
を
與
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
。


